
米
国
の
裁
判
所
で
提
起
さ
れ
た
外
国
仲
裁
判
断
確
認
訴
訟
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
ノ
ン
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
の
法
理
の
適
用
（
坂
本
）

（
二
八
七
）

は
じ
め
に

一
．
問
題
の
所
在

二
．
問
題
の
背
景

三
．
コ
モ
ン
ロ
ー
法
域
の
新
展
開

四
．
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
要
件
と
関
連
判
例

五
．M

on
egasqu

e

事
件
（
Ｍ
事
件
）

六
．F
igu

eired
o

事
件
（
Ｆ
事
件
）

七
．
若
干
の
検
討

お
わ
り
に

は
じ
め
に

国
際
仲
裁
に
関
す
る
裁
判
所
の
手
続
で
コ
モ
ン
ロ
ー
法
域
の
法

理
で
あ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
ノ
ン
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
（F

orum
 N

on-
C
onveniens

（
以
下
、「
Ｆ
Ｎ
Ｃ
」
と
言
う
））
が
適
用
さ
れ
う
る

ス
テ
ー
ジ
に
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
合
衆
国
最
高
裁
の

S
ch

erk
事
件
の
よ
う
に

（
1
）

、
仲
裁
合
意
が
在
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

裁
判
所
に
提
訴
さ
れ
た
訴
訟
の
却
下
を
求
め
て
妨
訴
抗
弁
が
提
出

米
国
の
裁
判
所
で
提
起
さ
れ
た
外
国
仲
裁
判
断
確
認
訴
訟
に

お
け
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
ノ
ン
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
の
法
理
の
適
用

│F
igu

eired
o

事
件
に
見
る
コ
モ
ン
ロ
ー
法
域
の
新
展
開
と
シ
ヴ
ィ
ル
ロ
ー
法
域
と
の
交
錯

│

坂　
　

本　
　

力　
　

也

一
一
五



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
八
八
）

約
国
で
下
さ
れ
た
仲
裁
判
断
を
一
定
の
条
件
下
で
執
行
す
る
義
務

を
負
い
、
こ
れ
は
仲
裁
に
よ
る
紛
争
解
決
を
積
極
的
に
支
持
す
る

米
国
の
政
策
と
合
致
し
て
い
る
。

本
件
で
検
討
す
る
法
的
争
点
は
、
米
国
で
Ｎ
Ｙ
条
約
ま
た
は
パ

ナ
マ
条
約
の
下
で
提
起
さ
れ
た
外
国
仲
裁
判
断
の
確
認
訴
訟
に
お

い
て
Ｆ
Ｎ
Ｃ
が
適
用
さ
れ
、
同
訴
訟
が
却
下
さ
れ
る
要
件
と
そ
の

適
否
で
あ
る
。二

．
問
題
の
背
景

二
・
一　

Ｎ
Ｙ
条
約
と
パ
ナ
マ
条
約

Ｎ
Ｙ
条
約
の
締
約
国
の
数
は
現
在
一
四
六
カ
国
に
も
な
っ
た
。

同
条
約
は
、
確
認
執
行
訴
訟
の
対
象
を
明
示
的
に
「
国
際
仲
裁
判

断
」
に
制
限
し
て
い
な
い

（
4
）

。
締
約
国
で
あ
る
米
国
は
、
そ
の
第
一

条
三
項

（
5
）

の
留
保
宣
言
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
相
互
主
義
に
基
づ

き
、
執
行
国
以
外
の
締
約
国
の
領
域
で
下
さ
れ
た
仲
裁
判
断
を
確

認
執
行
訴
訟
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
紛

争
の
原
因
と
な
っ
た
取
引
が
国
境
を
越
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
、

当
事
者
が
国
籍
を
異
に
す
る
こ
と
を
、
そ
の
適
用
の
要
件
と
は
し

て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
Ｎ
Ｙ
条
約
は
、
国
際
仲
裁
判
断
の
み
な

ら
ず
、「
外
国
仲
裁
判
断
」
に
つ
い
て
も
世
界
規
模
の
執
行
を
目

さ
れ
る
場
合
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
仲
裁
判
断
の
承
認
執
行
訴
訟

に
お
い
て
判
断
債
務
者
が
当
該
訴
訟
の
却
下
を
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
い

て
申
立
て
る
場
合
で
あ
る
。
本
稿
で
考
察
す
る
の
は
後
者
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
米
国
で
の
外
国
仲
裁
判
断
の
「recognition

（
承
認
）」
に
は
「confi rm

ation

（
確
認
）」
と
い
う
法
律
用
語
が

使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
「
承
認
」
を
「
確
認
」
と
置
き
換
え
て
示

す
。
仲
裁
判
断
を
「
確
認
す
る
（confi rm

）」
と
は
、
仲
裁
判
断

の
承
認
執
行
を
目
的
と
し
て
仲
裁
判
断
を
裁
判
所
の
判
決
と
し
て

登
録
す
る
米
国
の
裁
判
所
で
の
手
続
を
意
味
す
る
。

一
．
問
題
の
所
在

国
際
民
事
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
訴
訟
よ
り
も
仲
裁
を

選
択
す
る
メ
リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
に
は
、
外
国
仲
裁
判
断
の
承
認
と

執
行
を
一
定
の
条
件
の
下
で
認
め
る
条
約
の
存
在
が
あ
る
。
本
稿

で
言
及
さ
れ
る
そ
の
種
の
条
約
は
Ｎ
Ｙ
条
約
（
外
国
仲
裁
判
断
の

承
認
お
よ
び
執
行
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
﹇U

.N
. C

onvention 
on the R

ecognition and E
nforcem

ent of F
oreign A

rbitral 
A
w
ards （

2
）

﹈）
と
パ
ナ
マ
条
約

（
3
）（

国
際
商
事
仲
裁
に
関
す
る
米
州
条
約

﹇Inter-A
m
erican C

onvention on International C
om

m
ercial 

A
rbitration

﹈）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
約
の
締
約
国
は
他
の
締

一
一
六



米
国
の
裁
判
所
で
提
起
さ
れ
た
外
国
仲
裁
判
断
確
認
訴
訟
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
ノ
ン
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
の
法
理
の
適
用
（
坂
本
）

（
二
八
九
）

外
国
仲
裁
判
断
の
確
認
訴
訟
に
お
い
て
も
充
足
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

（
12
）

。
米
国
内
に
存
在
し
な
い
外
国
に
い
る
被
告
に
対
し
て

は
、「
公
明
正
大
さ
と
実
質
的
正
義
」
を
満
た
す
最
小
限
の
接
触

が
あ
れ
ば
、
当
該
被
告
に
対
す
る
適
正
手
続
を
充
足
す
る
領
域
的

管
轄
権
が
存
在
す
る
と
判
断
さ
れ
る

（
13
）

。

管
轄
権
と
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
立
証
順
位
に
つ
い
て
は
、
連
邦
の
巡
回
区

控
裁
レ
ベ
ル
で
判
断
が
分
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
合
衆
国
最
高

裁
が
、Sinochem

 International v. M
alaysia International 

S
h

ippin
g C

orp., 549 U
.S

. 422

（2007

）
に
お
い
て
、
審
理
の

便
宜
、
公
平
性
、
及
び
訴
訟
経
済
の
観
点
か
ら
、
事
物
的
管
轄
権

ま
た
は
人
的
管
轄
権
に
関
す
る
審
理
を
経
る
こ
と
な
し
に
、
Ｆ
Ｎ

Ｃ
に
基
づ
い
て
訴
訟
を
却
下
す
る
裁
量
権
を
連
邦
地
裁
に
認
め
た
。

二
・
三　

フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
Ｆ
Ｎ
Ｃ

米
国
で
は
、
裁
判
所
に
納
め
る
一
律
の
訴
訟
開
始
費
用
、
陪
審

制
度
、
懲
罰
的
賠
償
を
含
む
高
額
な
損
害
賠
償
の
獲
得
の
可
能
性
、

裁
判
所
侮
辱
罪
が
課
さ
れ
る
リ
ス
ク
の
も
と
で
展
開
さ
れ
る
徹
底

し
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー（
開
示
手
続
）、
ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、

原
告
保
護
の
立
場
に
有
利
と
さ
れ
る
裁
判
制
度
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

自
国
に
こ
の
よ
う
な
制
度
を
持
た
な
い
外
国
人
の
原
告
が
、
自
己

指
し
て
い
る

（
6
）

。

他
方
、
パ
ナ
マ
条
約
は
米
国
を
入
れ
て
一
九
の
締
約
国
（
仮
も

含
む

（
7
）

）
を
擁
し
て
い
る
。
だ
が
、
Ｎ
Ｙ
条
約
第
一
条
一
項

（
8
）

に
定
め

ら
れ
た
締
約
国
の
領
域
で
下
さ
れ
た
仲
裁
判
断
に
は
言
及
し
て
い

な
い
た
め
、
外
国
仲
裁
判
断
を
対
象
と
し
て
い
る
か
が
問
題
に
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
実
際
、
判
例
の
中
に
は
、
パ
ナ
マ
条
約
は
、

仲
裁
手
続
と
そ
の
当
事
者
そ
し
て
仲
裁
の
対
象
と
な
っ
た
関
連
取

引
が
一
国
の
国
境
を
越
え
て
い
な
い
場
合
は
適
用
し
な
い
と
示
す

も
の
も
あ
る
が

（
9
）

、
同
条
約
に
は
、
連
邦
仲
裁
法
三
〇
二
条

（
10
）

を
通
し

て
Ｎ
Ｙ
条
約
の
ほ
と
ん
ど
の
条
文
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
対
象
は
実
質
的
に
Ｎ
Ｙ
条
約
と
変
わ
ら
な
い
と
の
見
解

が
あ
る

（
11
）

。

二
・
二　

管
轄
権
と
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
立
証
順
位

米
国
の
裁
判
所
で
適
正
手
続
き
（
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
）
を
充
足

し
既
判
力
を
有
す
る
判
決
が
下
さ
れ
る
た
め
に
は
、
事
件
と
争
訟

の
内
容
に
対
す
る
事
物
的
管
轄
権
と
紛
争
当
事
者
に
対
す
る
領
域

的
管
轄
権
（
人
的
管
轄
権
）
の
両
方
の
存
在
が
求
め
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
要
件
は
、
一
般
的
に
実
体
的
審
理
を
求
め
る
契
約
違
反
や

不
法
行
為
等
に
関
す
る
訴
訟
で
も
、
ま
た
、
略
式
的
手
続
で
あ
る

一
一
七



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
九
〇
）

の
確
認
訴
訟
を
扱
っ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
北
部
地
区
連
邦
地
裁

のS
on

y E
ricsson （

14
）

事
件
で
は
、
タ
イ
の
裁
判
所
で
も
同
様
の
訴

訟
が
同
当
事
者
間
で
既
に
提
起
さ
れ
て
い
た
。
判
断
債
務
者
は
、

同
連
邦
地
裁
が
仲
裁
判
断
の
確
認
の
是
非
を
検
討
し
て
し
ま
う
と

タ
イ
の
裁
判
所
の
判
決
と
抵
触
す
る
判
決
が
下
さ
れ
る
リ
ス
ク
が

あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
タ
イ
が
よ
り
便
宜
的
な
法
廷
地
で
あ
る
と

主
張
し
て
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
き
本
件
確
認
訴
訟
の
却
下
を
求
め
た
。

同
連
邦
地
裁
は
、
タ
イ
の
裁
判
所
で
判
決
の
準
備
が
で
き
て
い
る

こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
な
い
と
述
べ
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は

同
連
邦
地
裁
が
タ
イ
の
裁
判
所
が
す
で
に
下
し
た
判
決
と
抵
触
し

う
る
判
決
を
下
す
こ
と
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
も
し
も
タ
イ
の
裁

判
所
が
執
行
拒
否
の
判
決
を
下
そ
う
と
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ

の
よ
う
な
抵
触
す
る
判
決
（
実
際
、
本
件
の
連
邦
地
裁
は
問
題
の

仲
裁
判
断
を
確
認
し
た
）
の
可
能
性
を
以
っ
て
タ
イ
の
裁
判
所
を

優
先
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
そ

し
て
、
第
五
巡
回
区
の
判
例
を
引
用
し
、
米
国
の
裁
判
所
や
他
国

の
裁
判
所
は
、
他
の
裁
判
所
が
仲
裁
判
断
を
無
効
に
し
た
と
し
て

も
そ
の
無
効
に
さ
れ
た
仲
裁
判
断
の
執
行
を
認
め
て
き
た
と
論
じ
、

本
件
を
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
も
と
却
下
す
る
こ
と
は
な
い
と
判
断
し
た
。

に
有
利
と
な
る
実
体
的
な
判
断
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
米
国
の
裁

判
所
を
法
廷
地
と
し
て
選
択
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
（
法
廷
地
漁
り
）
と
い
う
言
葉

で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
Ｆ
Ｎ
Ｃ
は
、
米
国
の
受
訴
裁
判
所

の
裁
判
官
が
、
前
述
の
よ
う
な
外
国
人
の
原
告
に
よ
っ
て
提
訴
さ

れ
た
米
国
の
裁
判
所
で
の
訴
訟
を
、
無
制
限
に
認
め
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
米
国
の
裁
判
所
以
外
に
十
分
な
代
替
的
法
廷
地
が
あ

る
こ
と
を
確
実
に
し
た
う
え
で
、
米
国
の
裁
判
所
の
訴
訟
を
却
下

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
ま
た
、
実
体
的
審
理
を
含
む
国
際
訴

訟
に
お
い
て
は
、
米
国
の
訴
訟
と
外
国
の
訴
訟
が
競
合
し
て
い
る

場
合
に
、
一
つ
の
事
件
に
複
数
の
異
な
っ
た
判
決
が
下
さ
れ
る
状

況
を
避
け
る
役
割
も
果
た
す
。

他
方
、
あ
る
締
約
国
の
仲
裁
手
続
に
お
い
て
す
で
に
実
体
的
審

理
が
終
了
し
て
い
る
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
が
求
め
ら
れ
る
略
式

的
な
確
認
訴
訟
で
は
、
判
断
債
権
者
は
、
判
断
債
務
者
の
財
産
が

米
国
に
あ
る
と
き
、
Ｎ
Ｙ
条
約
や
パ
ナ
マ
条
約
の
も
と
で
、
そ
の

執
行
を
目
的
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
を
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
も
考

え
ら
れ
、
そ
れ
は
米
国
で
の
確
認
訴
訟
が
国
際
的
に
競
合
す
る
場

合
も
同
様
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
仲
裁
判
断

一
一
八



米
国
の
裁
判
所
で
提
起
さ
れ
た
外
国
仲
裁
判
断
確
認
訴
訟
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
ノ
ン
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
の
法
理
の
適
用
（
坂
本
）

（
二
九
一
）

期
待
に
反
し
た
判
例
と
し
て
強
い
批
判
を
受
け
た

（
20
）

。

現
在
、
合
衆
国
最
高
裁
は
本
稿
で
検
討
す
る
法
的
争
点
に
つ
い

て
見
解
を
示
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年

（
21
）

と
二
〇
〇
九
年

の
文
献

（
22
）

か
ら
も
、
英
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
っ
た
米
国
以
外

の
他
の
コ
モ
ン
ロ
ー
法
域
に
お
い
て
は
、
外
国
仲
裁
判
断
の
承
認

執
行
訴
訟
に
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
法
理
が
適
用
さ
れ
却
下
さ
れ
た
こ
と
は
な

い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
点
で
、
コ
モ
ン
ロ
ー
法
域
に
お
い

て
は
確
認
訴
訟
の
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
く
却
下
は
、
Ｆ
事
件
に
よ
っ
て
、

コ
モ
ン
ロ
ー
法
域
に
お
け
る
新
た
な
展
開
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

た
こ
と
に
な
る
。

四
．
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
要
件
と
関
連
判
例

Ｆ
Ｎ
Ｃ

（
23
）

と
は
、
原
告
が
選
択
し
た
法
廷
地
が
あ
ま
り
に
も
被
告

に
不
便
で
あ
る
と
き
に
適
用
さ
れ
る
コ
モ
ン
ロ
ー
の
法
理
で
あ
り
、

一
般
的
に
、
シ
ヴ
ィ
ル
ロ
ー
の
法
域
に
は
存
在
し
な
い
法
理
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

（
24
）

。
Ｆ
Ｎ
Ｃ
は
、
被
告
が
訴
訟
却
下
を
申

立
て
る
根
拠
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
本
法
理
は
、
米
国
の
連
邦
裁
判

所
と
ほ
と
ん
ど
の
州
裁
判
所
で
適
用
さ
れ
て
お
り
、
原
告
が
選
択

し
た
法
廷
地
が
き
わ
め
て
不
便
宜
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
よ
り
適

切
な
法
廷
地
が
受
訴
裁
判
所
の
所
在
す
る
法
域
に
存
在
し
な
い
場

三
．
コ
モ
ン
ロ
ー
法
域
の
新
展
開

Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
き
確
認
訴
訟
を
却
下
す
る
判
例
の
存
在
は
、
米

国
の
仲
裁
を
強
く
支
持
す
る
政
策
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
仲
裁
判
断
の

執
行
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
か
ら
非
難
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

（
15
）

。

右
の
非
難
が
一
次
的
ピ
ー
ク
に
達
し
た
の
は
、
ま
ず
、
二
〇
〇
二

年
一
一
月
に
影
響
力
の
強
い
第
二
巡
回
区
控
裁
に
お
い
て
確
認
訴

訟
が
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
き
却
下
さ
れ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
を
さ
ら

に
強
め
た
の
は
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
に
同
控
裁
が
前
述
の

二
〇
〇
二
年
一
一
月
の
事
件
を
引
用
し
て
確
認
訴
訟
を
却
下
し
た

と
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
二
〇
〇
二
年
一
一
月
の
判
例
は
、

M
on

egasqu
e

事
件

（
16
）（

以
下
、「
Ｍ
事
件
」
と
言
う
）
で
あ
り
、
前

述
の
二
〇
一
一
年
一
二
月
の
判
例
は
、F

igu
eired

o
事
件

（
17
）（

以
下
、

「
Ｆ
事
件
」
と
言
う
）
で
あ
る
。
実
際
、
一
部
の
研
究
者

（
18
）

を
除
い

て
、
多
く
の
仲
裁
の
研
究
者
や
実
務
家
は
、
こ
れ
ら
の
事
件
に
つ

い
て
批
判
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
Ｍ
事
件
に
つ
い
て
は
、
確

認
訴
訟
の
段
階
で
国
家
に
対
し
て
責
任
を
課
そ
う
と
し
て
い
た
た

め
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
が
適
用
さ
れ
る
限
ら
れ
た
事
件
と
し
て
位
置
付
け
る

動
き
は
あ
っ
た
も
の
の

（
19
）

、
同
控
裁
が
Ｆ
事
件
で
Ｆ
Ｎ
Ｃ
を
適
用
し

確
認
訴
訟
を
却
下
し
た
際
に
は
、
Ｍ
事
件
を
覆
す
こ
と
に
対
す
る

一
一
九



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
九
二
）

（public interest factors

）
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
が
原
告
に

よ
る
受
訴
裁
判
所
の
選
択
が
適
切
で
な
い
こ
と
を
示
す
か
ど
う
か
、

を
検
討
す
る

（
27
）

。

（
一
）
の
要
件
を
検
討
す
る
際
、
米
国
の
裁
判
所
は
、
外
国
人

の
原
告
に
よ
る
法
廷
地
の
選
択
を
米
国
人
の
原
告
に
よ
る
法
廷
地

の
選
択
ほ
ど
尊
重
し
な
い
。
そ
の
尊
重
度
は
「
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

ス
ケ
ー
ル

（
28
）

」
で
量
ら
れ
、
米
国
を
法
廷
地
と
し
て
選
ん
だ
理
由
が

法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
有
効
な
も
の
で
あ
れ
ば
高
く
な
る

（
29
）

。
す

な
わ
ち
、
米
国
と
法
廷
地
に
対
す
る
原
告
と
事
件
の
関
連
が
強
く

な
る
ほ
ど
米
国
の
法
廷
地
に
便
宜
が
見
出
さ
れ
、
被
告
の
Ｆ
Ｎ
Ｃ

に
基
づ
く
訴
訟
の
却
下
を
困
難
に
す
る
の
で
あ
る

（
30
）

。
も
し
も
原
告

に
よ
る
法
廷
地
の
選
択
の
動
機
が
、
そ
の
法
廷
地
か
ら
得
ら
れ
る

戦
略
的
な
利
益
を
目
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
原
告
に
よ
る
法
廷
地

の
選
択
へ
の
尊
重
度
は
低
く
な
り
、
よ
り
便
宜
を
図
る
こ
と
の
で

き
る
他
国
の
裁
判
所
が
存
在
す
る
こ
と
を
被
告
が
立
証
で
き
れ
ば
、

被
告
の
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
く
訴
訟
の
却
下
が
い
っ
そ
う
容
易
に
な
る

と
い
っ
た
仕
組
み
で
あ
る
。
戦
略
的
な
利
益
を
目
し
た
動
機
と
は
、

原
告
が
選
択
し
た
法
廷
地
に
自
分
に
有
利
な
法
律
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
や
、
陪
審
審
理
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
当
該
法
廷
地
で

は
原
告
に
対
し
て
被
告
に
勝
っ
た
受
入
性
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
等
、

合
（
存
在
し
て
い
れ
ば
移
送
が
可
能
）、
受
訴
裁
判
所
が
訴
訟
却

下
を
命
じ
る
こ
と
を
認
め
る
。
受
訴
裁
判
所
に
は
、
訴
訟
却
下
の

命
令
を
下
す
裁
量
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
当
該
命
令
は
原
告
の
救

済
の
道
を
遮
断
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
条
件
付
き
で
下
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
受
訴
裁
判
所
は
、
よ
り
適
切
な
外
国
の

法
廷
地
で
の
訴
訟
の
提
起
を
命
じ
る
こ
と
も
で
き
、
そ
の
際
に
、

被
告
が
出
訴
期
限
の
徒
過
を
抗
弁
と
し
て
主
張
し
な
い
こ
と
を
条

件
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。

四
・
一　

要
件

Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
存
在
を
確
認
し
そ
の
適
用
を
以
っ
て
国
内
事
件
を
却

下
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
る
要
件
を
具
体
的
に
示
し
た
合
衆
国
最
高

裁
の
判
例
は
、G

ilbert

事
件

（
25
）

で
あ
り
、
他
方
、
国
際
的
な
事
件

で
は
じ
め
て
Ｆ
Ｎ
Ｃ
を
再
確
認
し
た
の
はP

iper （
26
）

事
件
で
あ
る
。

一
般
的
に
、
米
国
の
裁
判
所
は
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
下
で
事
件
を
分
析
す

る
際
、（
一
）
原
告
の
選
択
し
た
法
廷
地
を
ど
の
程
度
尊
重
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
（
二
）
受
訴
裁
判
所
以
外
に
も
十
分
な
代

替
的
法
廷
地
（adequate alternative forum

）
が
存
在
す
る
か
、

及
び
（
三
）
受
訴
裁
判
所
が
当
該
訴
訟
の
審
理
を
行
う
と
き
の
私

的
利
益
要
素
（private interest factors

）
と
公
的
利
益
要
素

一
二
〇



米
国
の
裁
判
所
で
提
起
さ
れ
た
外
国
仲
裁
判
断
確
認
訴
訟
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
ノ
ン
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
の
法
理
の
適
用
（
坂
本
）

（
二
九
三
）

告
が
、
Ｎ
Ｙ
条
約
の
法
廷
地
条
項
（venue provision

）
に
よ
っ

て
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
抗
弁
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
主
張
し
連
邦
控

裁
に
控
訴
し
た
事
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
控
裁
は
、
原
告
が
下
級

裁
判
所
で
そ
の
主
張
を
し
な
か
っ
た
た
め
本
主
張
は
放
棄
さ
れ
た

と
判
断
し
、
私
的
利
益
要
素
と
公
的
利
益
要
素
を
比
較
衡
量
し
た

結
果
事
件
を
却
下
し
た
。
し
か
し
、
本
件
自
体
は
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
を
適

用
し
た
も
の
の
そ
の
適
否
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｙ
条
約
と
の
関
係
で
検

討
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
一
年
に
な
る
と
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
南
部
地
区
連
邦
地
裁
が
後
述
す
る
Ｍ
事
件
の
控

訴
前
の
原
審
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｙ
条
約
第
三
条
に
基
づ
き
Ｆ
Ｎ
Ｃ
を

適
用
し
確
認
訴
訟
を
却
下
し
た

（
36
）

。
同
条
は
、「
各
締
約
国
は
、
次

の
諸
条
に
定
め
る
条
件
の
下
に
、
仲
裁
判
断
を
拘
束
力
の
あ
る
も

の
と
し
て
承
認
し
、
か
つ
、
そ
の
判
断
が
援
用
さ
れ
る
領
域
の
手

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

続
規
則
に
従
っ
て
執
行
す
る

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

も
の
と
す
る
。
こ
の
条
約
が
適
用
さ

れ
る
仲
裁
判
断
の
承
認
又
は
執
行
に
つ
い
て
は
、
内
国
仲
裁
判
断

の
承
認
又
は
執
行
に
つ
い
て
課
せ
ら
れ
る
よ
り
も
実
質
的
に
厳
重

な
条
件
又
は
高
額
の
手
数
料
若
し
く
は
課
徴
金
を
課
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
定
め
る
（
傍
点
追
加
筆
者
）。
す
な
わ
ち
、
判
断
債
務

者
で
あ
る
被
告
は
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
よ
っ
て
外
国
仲
裁
判
断
の
確
認
訴

訟
の
却
下
を
求
め
る
際
、
同
条
の
「
手
続
規
則
」
と
い
う
文
言
に

フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

（
31
）

。

（
二
）
の
十
分
な
代
替
的
法
廷
地
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
た
め

に
は
、（
ａ
）
被
告
が
訴
状
の
送
達
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
、
及
び
（
ｂ
）
選
択
さ
れ
た
法
廷
地
の
裁
判
所
が
紛
争
の
対

象
を
扱
う
訴
訟
を
認
め
て
い
る
こ
と
、
が
立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

（
32
）

。

（
三
）
の
要
件
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
も
と
で
分
析
さ
れ
る
べ

き
私
的
利
益
要
素
に
は
、
例
え
ば
、
証
拠
入
手
の
相
対
的
容
易
性
、

任
意
に
出
廷
し
な
い
証
人
に
対
す
る
出
廷
強
制
手
続
の
存
在
、
任

意
に
出
廷
す
る
証
人
を
得
る
費
用
、
現
場
の
視
察
可
能
性
、
及
び
、

事
件
の
審
理
を
い
っ
そ
う
容
易
に
迅
速
に
安
価
に
行
う
こ
と
を
可

能
と
す
る
そ
の
他
の
実
務
上
の
問
題
点
が
あ
る

（
33
）

。
他
方
、
公
的
利

益
要
素
に
は
、
よ
り
混
雑
し
て
い
る
裁
判
所
で
訴
訟
を
進
め
て
い

く
際
の
困
難
性
、
招
聘
さ
れ
る
陪
審
員
の
負
担
等
が
あ
る

（
34
）

。

四
・
二　

判
例
の
流
れ

連
邦
控
裁
が
確
認
訴
訟
に
Ｆ
Ｎ
Ｃ
を
初
め
て
適
用
し
た
の
は

一
九
九
八
年
で
あ
り
、
そ
れ
は
第
九
巡
回
区
のM

elton

事
件

（
35
）

で

あ
っ
た
。
本
件
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
連
邦
地
裁
に
お
い
て

外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
訴
訟
を
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
き
却
下
さ
れ
た
原

一
二
一



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
九
四
）

の
返
済
を
受
け
た
。
Ｚ
を
再
保
険
し
て
い
た
の
が
本
件
の
判
断
債

権
者
で
あ
るM

onegasque D
e R

eassurances S
.A

.M
.（M

onde 
R
e

）（
以
下
、「
Ｍ
社
」
と
言
う
）
で
あ
っ
た
。
Ｍ
社
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
再
保
険
会
社
を
親
会
社
に
持
つ
モ
ナ
コ
の
法
律
下

で
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
り
、
そ
し
て
Ｚ
の
代
位
者
で
も
あ
っ
た
。

仲
裁
手
続
は
、
Ｘ
と
Ｙ
の
ガ
ス
輸
送
契
約
に
定
め
ら
れ
て
い
た
仲

裁
条
項
に
従
っ
て
ロ
シ
ア
の
モ
ス
ク
ワ
に
あ
る
国
際
商
事
仲
裁
裁

判
所
で
開
始
さ
れ
た
が
、
右
輸
送
契
約
の
下
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
輸

送
人
で
あ
っ
た
Ｖ
社
が
同
契
約
の
権
利
と
義
務
を
仲
裁
手
続
開
始

後
に
引
き
受
け
た
た
め
Ｍ
社
と
Ｖ
社
の
間
で
す
す
め
ら
れ
た
。
同

仲
裁
裁
判
所
は
、
Ｍ
社
が
Ｚ
に
支
払
っ
た
八
八
億
ド
ル
超
の
支
払

を
Ｖ
社
に
求
め
る
仲
裁
判
断
を
下
し
た
。
Ｖ
社
は
モ
ス
ク
ワ
市
裁

判
所
に
当
該
仲
裁
判
断
の
取
消
訴
訟
を
開
始
し
、
取
消
の
理
由
と

し
て
、
Ｍ
社
も
Ｖ
社
も
右
輸
送
契
約
の
当
事
者
で
な
い
た
め
紛
争

が
仲
裁
合
意
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
、
仲
裁
判
断
が
ロ
シ
ア
の
公
序

に
反
す
る
こ
と
等
を
主
張
し
た
が
、
同
裁
判
所
は
取
消
を
拒
否
し
、

ロ
シ
ア
連
邦
最
高
裁
も
仲
裁
判
断
を
認
め
た
。
Ｍ
社
は
、
モ
ス
ク

ワ
市
裁
判
所
と
ロ
シ
ア
連
邦
最
高
裁
の
判
決
が
下
る
前
に
、
Ｖ
社

の
み
な
ら
ず
仲
裁
契
約
の
当
事
者
で
は
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し

て
も
、
右
仲
裁
判
断
の
確
認
訴
訟
を
Ｎ
Ｙ
条
約
の
下
で
ニ
ュ
ー

コ
モ
ン
ロ
ー
の
Ｆ
Ｎ
Ｃ
が
含
ま
れ
る
と
主
張
し
そ
の
適
用
の
根
拠

と
す
る
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
に
な
る
と
後
述
す
る
第
二
巡
回

区
控
裁
の
Ｍ
事
件
も
、
同
条
の
「
手
続
規
則
」
と
い
う
文
言
に
Ｆ

Ｎ
Ｃ
を
組
み
込
む
解
釈
に
従
っ
て
、
確
認
訴
訟
を
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ

き
却
下
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
六
年
に
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
巡

回
区
控
裁
に
お
い
て
も
同
様
の
事
件

（
37
）

が
あ
っ
た
が
、
同
控
裁
は

二
〇
一
〇
年
に
、
米
国
所
在
の
財
産
に
対
す
る
仲
裁
判
断
の
執
行

に
は
Ｆ
Ｎ
Ｃ
は
適
用
し
な
い
と
判
断
し
た

（
38
）

。
そ
し
て
、
二
〇
一
一

年
に
は
、
第
二
巡
回
区
控
裁
に
お
い
て
、
後
述
の
Ｆ
事
件
が
、
Ｍ

事
件
を
先
例
と
し
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
き
確
認
訴
訟
を
却
下
し
た
。

五
．M

on
egasqu

e

事
件
（
Ｍ
事
件
）

〔
事
実
の
概
要
〕

本
件
の
仲
裁
判
断
は
、
ロ
シ
ア
法
人
Ｘ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
法
人
Ｙ

と
の
間
の
ガ
ス
輸
送
契
約
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
横
切
る
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
を
通
じ
て
Ｙ
が
Ｘ
の
た
め
に
欧
州
に
自
然
ガ
ス
を
輸
送
す
る
）

か
ら
生
じ
た
紛
争
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
該
紛
争
の
原
因

は
、
輸
送
者
で
あ
る
Ｙ
が
引
き
出
し
た
ガ
ス
の
量
が
大
幅
に
契
約

の
内
容
を
超
え
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
Ｘ
は
不
法
に
引
き
出
さ

れ
た
ガ
ス
の
対
価
の
返
還
を
請
求
し
、
Ｘ
の
保
険
会
社
Ｚ
か
ら
そ

一
二
二



米
国
の
裁
判
所
で
提
起
さ
れ
た
外
国
仲
裁
判
断
確
認
訴
訟
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
ノ
ン
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
の
法
理
の
適
用
（
坂
本
）

（
二
九
五
）

〔
判
旨
〕

控
裁
は
、
合
衆
国
最
高
裁
のS

ch
erk

事
件
を
引
用
し
「
条
約

の
目
的
と
米
国
が
そ
れ
を
採
択
し
取
り
込
ん
だ
こ
と
に
潜
在
す
る

主
た
る
目
的
は
、
国
際
契
約
に
お
け
る
商
事
仲
裁
の
合
意
の
承
認

と
執
行
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
締
約
国
で
仲
裁
合
意

が
認
め
ら
れ
仲
裁
判
断
が
承
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
こ
と
を

確
認
し
た
。
そ
し
て
、
Ｎ
Ｙ
条
約
の
第
三
条
に
触
れ
、
仲
裁
判
断

は
「
そ
の
判
断
が
援
用
さ
れ
る
領
域
の
手
続
規
則
に
従
っ
て
執
行

す
る
」
こ
と
を
認
容
す
る
一
方
、
同
条
約
の
五
条
に
定
め
ら
れ
る

仲
裁
判
断
の
執
行
拒
否
事
由
は
排
他
的
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
Ｆ

Ｎ
Ｃ
に
よ
る
確
認
訴
訟
の
却
下
を
否
定
す
る
Ｍ
社
の
見
解
を
拒
絶

し
た
。
さ
ら
に
、
同
条
約
の
締
約
国
の
手
続
は
、
内
国
仲
裁
判
断

に
適
用
さ
れ
る
と
き
よ
り
も
一
層
大
き
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

に
自
由
に
適
用
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
要
求
が
満

た
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
執
行
国
が
適
用
す
る
手
続
法
は
適
切
で
あ

る
と
述
べ
、
Ｎ
Ｙ
条
約
下
で
の
確
認
訴
訟
に
お
い
て
Ｆ
Ｎ
Ｃ
が
手

続
法
と
し
て
適
用
さ
れ
う
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
ま
た
、
控
裁
は
、

外
国
の
判
断
債
権
者
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
法
廷
地
が
Ｎ
Ｙ
条
約

以
外
に
何
ら
関
連
を
持
た
な
い
場
合
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
法
人
に
対
し
て
ロ
シ
ア
の
仲
裁
判
断
の
確
認
を
求
め
る
訴
訟
で

ヨ
ー
ク
州
南
部
地
区
連
邦
地
裁
に
提
起
し
た
。
Ｍ
社
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
を
当
事
者
と
し
た
理
由
は
、
Ｖ
社
が
同
国
の
代
理
機
関
ま
た
は

alter ego
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
Ｖ
社
は
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ

に
基
づ
く
確
認
訴
訟
の
却
下
を
求
め
、
自
ら
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
法
人

で
あ
る
こ
と
、
米
国
ま
た
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
と
関
連
が
無
い
こ

と
、
及
び
、
本
仲
裁
に
関
係
の
あ
る
ガ
ス
輸
送
計
画
そ
の
他
の
事

柄
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
そ
の
隣
国
で
起
き
た
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ

の
結
果
、
同
連
邦
地
裁
は
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
き
確
認
訴
訟
を
却
下

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｍ
社
は
、
Ｎ
Ｙ
条
約
下
で
提
訴
さ
れ
た

確
認
訴
訟
に
は
Ｆ
Ｎ
Ｃ
は
適
用
し
な
い
と
主
張
し
た
。
Ｍ
社
は
、

そ
の
主
張
の
根
拠
と
し
て
、
Ｎ
Ｙ
条
約
の
締
約
国
は
、
仲
裁
判
断

を
、
そ
の
第
五
条
に
定
め
ら
れ
る
七
つ
の
抗
弁
の
み
に
従
っ
て
第

三
条
が
定
め
る
よ
う
に
「
そ
の
判
断
が
援
用
さ
れ
る
領
域
の
手
続

規
則
に
従
っ
て
執
行
す
る
」
と
述
べ
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
は
そ
の
七
つ
の
抗

弁
に
入
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
米
国
の
裁
判
所
は
、
条
約
上
の

義
務
と
し
て
、
そ
の
裁
判
所
が
執
行
手
続
に
便
宜
的
で
あ
る
か
ど

う
か
を
全
く
考
慮
す
る
こ
と
な
く
全
て
の
外
国
仲
裁
判
断
を
執
行

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
、
第
二
巡
回
区
連
邦
控
裁
に

控
訴
し
た
。

一
二
三



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
九
六
）

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
土
木
技
術
の
研
究
を
行
う
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
契
約
で
あ
っ
た
。
契
約
の
当
事
者
は
、
本
契
約
の
労
務

を
提
供
す
る
た
め
に
ペ
ル
ー
に
事
務
所
を
構
え
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル

法
人
（F

igueiredo F
erraz C

onsultoria E
 E

ngenharia de 
P
rojeto L

T
D
A

）（
以
下
、「
Ｆ
社
」
と
言
う
）
と
ペ
ル
ー
政
府

の
水
処
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、「
Ｙ
」
と
言
う
）
で
あ
っ
た
。

右
契
約
に
は
、「T

he parties agree to subject them
selves 

to the com
petence of the Judges and C

ourts of the C
ity 

of L
im

a or the A
rbitration P

roceedings, as applicable

（﹇
本
契
約
の
﹈
当
事
者
は
、
場
合
に
応
じ
て
、
リ
マ
市
の
裁
判
官

と
裁
判
所
の
権
限
、
ま
た
は
、
仲
裁
手
続
き
に
服
す
る
こ
と
に
合

意
す
る
）」
と
定
め
て
あ
っ
た
。
右
契
約
に
つ
い
て
代
金
に
関
す

る
紛
争
が
発
生
し
た
た
め
、
Ｆ
社
は
右
紛
争
解
決
条
項
に
従
い
、

Ｙ
に
対
し
て
ペ
ル
ー
で
仲
裁
手
続
を
開
始
し
た
。
ペ
ル
ー
の
仲
裁

廷
は
Ｙ
に
対
し
て
約
二
一
〇
〇
万
ド
ル
の
支
払
い
を
命
じ
る
仲
裁

判
断
を
下
し
た
。
そ
の
金
額
は
、
主
た
る
損
害
賠
償
と
し
て
お
よ

そ
五
〇
〇
万
ド
ル
に
利
子
を
加
え
た
も
の
と
仲
裁
判
断
が
な
さ
れ

た
時
点
で
の
生
活
調
整
費
を
含
ん
で
い
た
。
ペ
ル
ー
の
住
宅
建
築

衛
生
省
（
以
下
、「
Ｚ
省
」
と
言
う
）
は
、
ペ
ル
ー
の
制
定
法
で

は
、
あ
る
状
況
に
お
い
て
、
ペ
ル
ー
政
府
の
事
業
体
に
対
し
自
ら

の
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
く
判
断
債
務
者
の
却
下
の
申
立
に
お
い
て
は
、

そ
の
選
択
さ
れ
た
法
廷
地
を
尊
重
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と

判
断
し
た
後
、
広
範
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
と
お
そ
ら
く
は
審
理
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
非
署
名
者
責
任
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ

う
る
こ
と
、
証
拠
が
米
国
内
に
存
在
し
な
い
こ
と
、
証
人
に
米
国

の
地
裁
か
ら
の
召
喚
令
状
を
送
る
権
限
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
証

拠
文
書
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
言
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
手
続
を
行
っ
た
ほ
う
が
よ
り
「
簡
単
で
、
迅
速
で
、
及
び
費
用

を
か
け
な
い
」
こ
と
を
私
的
利
益
要
素
と
し
て
と
ら
え
、
ま
た
、

本
件
は
、
米
国
が
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
こ
と
を
除
い
て
米
国
に

何
も
関
係
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
Ｖ
と
Ｙ
の
間
の
契
約
の
非
署

名
者
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
同
契
約
に
拘
束
さ
れ
る
か
と
い
う
争

点
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
法
律
が
適
用
す
る
こ
と
を
公
的
利
益
要
素

と
し
、
そ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
し
た
結
果
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
き
外
国

の
再
保
険
者
で
あ
る
Ｍ
社
の
確
認
訴
訟
が
却
下
さ
れ
る
こ
と
は
適

切
だ
と
判
断
し
た
。

六
．F

igu
eired

o

事
件
（
Ｆ
事
件
）

〔
事
実
の
概
要
〕

本
件
の
紛
争
の
原
因
と
な
っ
た
契
約
は
、
ペ
ル
ー
に
お
け
る
上

一
二
四



米
国
の
裁
判
所
で
提
起
さ
れ
た
外
国
仲
裁
判
断
確
認
訴
訟
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
ノ
ン
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
の
法
理
の
適
用
（
坂
本
）

（
二
九
七
）

を
ブ
ラ
ジ
ル
法
人
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
ま
た
、
Ｙ
は
、
Ｆ

社
に
対
し
て
既
に
約
一
四
〇
万
ド
ル
を
支
払
っ
て
お
り
、
こ
の
金

額
は
、
キ
ャ
ッ
プ
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

控
訴
人
は
、
右
連
邦
地
裁
に
お
い
て
、（
一
）
外
国
主
権
免
除

法
に
よ
る
事
物
的
管
轄
権
の
欠
如
、（
二
）
国
際
礼
譲
、
そ
し
て

（
三
）
Ｆ
Ｎ
Ｃ
、
を
根
拠
に
確
認
訴
訟
の
却
下
を
申
立
て
た
が
、

同
地
裁
は
、
す
べ
て
の
申
立
を
拒
絶
し
た
。

右
連
邦
地
裁
は
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
適
用
す

べ
き
要
素
を
順
番
に
あ
て
は
め
て
い
っ
た
。
同
地
裁
は
、
ま
ず
、

Ｆ
社
に
よ
る
米
国
の
法
廷
地
の
選
択
に
与
え
ら
れ
る
尊
重
性
を
検

討
し
、﹇
外
国
人
で
あ
る
﹈
Ｆ
社
に
よ
る
米
国
の
法
廷
地
の
選
択

に
対
す
る
尊
重
度
は
低
い
が
、
米
国
に
お
け
る
ペ
ル
ー
の
多
額
の

財
産
の
存
在
を
考
慮
す
る
と
Ｆ
社
に
よ
る
そ
の
選
択
に
は
い
く
ら

か
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
仲
裁
判
断
の

執
行
は
既
に
終
局
的
な
仲
裁
判
断
を
単
に
裁
判
所
の
判
決
に
す
る

略
式
手
続
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
Ｆ
社
に
よ
る
法
廷
地
の
選

択
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
動
機
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
示
唆
す
る
も
の
は
何
も
な
い
と
判
断
し
、
Ｆ
社
の
法
廷
地
の
選

択
を
認
め
た
。

続
い
て
、
右
連
邦
地
裁
は
、「
代
替
的
法
廷
地
の
十
分
性
」
の

に
対
す
る
判
決
を
充
足
す
る
た
め
に
支
払
え
る
金
額
を
政
府
予
算

の
3
％
ま
で
に
制
限
し
て
お
り
（
以
下
、「
キ
ャ
ッ
プ
」
ま
た
は

「
キ
ャ
ッ
プ
制
定
法
」
と
言
う
）、
ま
た
、
ペ
ル
ー
法
の
も
と
で
、

本
件
の
仲
裁
は
国
内
当
事
者
を
含
ま
な
い
「
国
際
仲
裁
」
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
損
害
回
復
額
は
契
約
上
の
金
額
に
限
ら
れ
る
と
主
張

し
仲
裁
判
断
の
取
消
を
求
め
、
リ
マ
市
の
控
訴
裁
判
所
に
訴
え
た
。

し
か
し
、
リ
マ
市
の
控
裁
は
、
Ｆ
社
が
契
約
と
仲
裁
の
中
で
自

ら
の
本
籍
を
ペ
ル
ー
と
指
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
仲
裁
は
国

内
当
事
者
の
み
が
関
与
す
る
「
国
内
仲
裁
（national 

arbitration

）」
で
あ
り
、
エ
ク
イ
テ
ィ
ー
で
認
め
ら
れ
た
分
の

仲
裁
判
断
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
る
と
判
断
し
た
。
ペ
ル
ー
法
の

も
と
で
は
、
リ
マ
市
の
控
裁
の
判
断
は
上
訴
で
き
な
い
た
め
終
局

的
な
も
の
と
な
っ
た
。

Ｆ
社
は
、
仲
裁
判
断
を
執
行
す
る
権
利
が
あ
る
と
主
張
し
、
ペ

ル
ー
、
Ｙ
、
及
び
Ｚ
省
（
以
下
、
総
称
し
て
「
控
訴
人
」
と
言

う
）
に
対
し
、
パ
ナ
マ
条
約
と
連
邦
仲
裁
法
に
よ
っ
て
適
用
を
強

制
さ
れ
る
Ｎ
Ｙ
条
約
に
従
っ
て
、
右
仲
裁
判
断
の
確
認
訴
訟
を

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
南
部
地
区
連
邦
地
裁
に
提
訴
し
た
。
本
訴
訟
は
、

ペ
ル
ー
が
米
国
に
有
す
る
多
額
の
国
債
に
対
す
る
右
仲
裁
判
断
の

執
行
を
目
的
と
し
て
い
た
。
同
地
裁
に
お
い
て
は
、
Ｆ
社
は
自
ら

一
二
五



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
九
八
）

様
の
種
類
の
文
書
に
よ
っ
て
判
断
が
な
さ
れ
た
事
件
が
あ
っ
た
こ

と
に
触
れ
、
そ
の
結
果
、
私
的
利
益
要
素
が
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
よ
る
却

下
の
否
定
を
支
持
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。
次
に
、
同
地
裁
は
、

公
的
利
益
要
素
の
検
討
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
米
国
の
裁
判
所

が
国
際
契
約
に
お
け
る
商
事
仲
裁
合
意
を
執
行
す
る
利
益
を
有
す

る
と
述
べ
た
後
、
本
件
は
Ｍ
事
件
と
異
な
り
、
米
国
と
の
関
連
を

米
国
が
条
約
の
締
約
国
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
に
有
し
て
い
な
か
っ

た
事
件
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
、
Ｆ
社
が
選
択
し

た
法
廷
地
に
ペ
ル
ー
の
財
産
が
存
在
し
本
件
の
目
的
が
債
務
の
回

収
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
合
衆
国
最
高
裁
のS

h
affer

事
件

（
39
）

を

引
用
し
て
、「
も
し
もIn

tern
ation

al S
h

oe

事
件
を
適
用
し
て

い
た
ら
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
請
求
に
つ
い
て
、

財
産
の
存
在
を
そ
の
訴
訟
の
管
轄
権
の
十
分
な
根
拠
と
し
て
扱
う

主
た
る
理
由
は
、
加
害
者
が
対
人
的
訴
訟
の
対
象
と
な
ら
な
い
場

所
に
自
分
の
財
産
を
移
動
さ
せ
る
便
法
を
以
っ
て
自
ら
の
債
務
を

逃
れ
る
こ
と
を
可
能
と
す
べ
き
で
は
な
い
」
こ
と
で
あ
る
と
述
べ

た
う
え
で
、
本
件
に
お
け
る
ペ
ル
ー
も
、
同
様
に
、
パ
ナ
マ
条
約

の
締
約
国
と
な
り
米
国
に
財
産
を
維
持
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
Ｆ

Ｎ
Ｃ
に
基
づ
い
て
そ
の
債
務
の
支
払
い
を
回
避
し
う
る
べ
き
で
は

な
い
と
示
し
、
公
的
利
益
要
素
も
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
よ
る
本
件
の
却
下
を

検
討
に
移
り
、
代
替
的
法
廷
地
は
、
被
告
に
対
し
て
訴
状
の
送
達

が
で
き
、
そ
し
て
、
紛
争
の
内
容
を
訴
訟
で
扱
か
う
こ
と
が
で
き

る
と
き
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
る
と
述
べ
、
ペ
ル
ー
法
が
仲
裁
判
断

の
執
行
を
認
め
て
い
る
一
方
で
、
米
国
の
裁
判
所
だ
け
が
米
国
内

に
位
置
す
る
外
国
の
商
業
的
財
産
を
差
押
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
、
米
国
内
に
位
置
す
る
ペ
ル
ー
の
財
産
を
Ｆ
社
が
獲
得
で
き
る

他
の
法
廷
地
は
な
い
の
で
、
ペ
ル
ー
の
裁
判
所
は
十
分
な
代
替
的

法
廷
地
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

最
後
に
、
右
連
邦
地
裁
は
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
検
討
の
最
後
の
要
件
で

あ
る
、
私
的
利
益
要
素
と
公
的
利
益
要
素
の
比
較
衡
量
を
行
っ
た
。

同
地
裁
は
、
ま
ず
、
私
的
利
益
要
素
は
、
本
件
の
よ
う
な
略
式
手

続
の
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
よ
る
却
下
を
後
押
し
し
な
い
と
主
張
し
た
。
同
地

裁
は
、
控
訴
人
が
、
こ
の
主
張
に
対
し
て
、
本
件
の
仲
裁
判
断
の

確
認
訴
訟
は
、
通
常
の
略
式
的
確
認
訴
訟
と
異
な
る
と
述
べ
、
ま

た
、
ペ
ル
ー
法
の
下
で
の
複
雑
な
争
点
と
広
範
囲
の
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
を
含
む
事
件
で
あ
る
と
反
論
す
る
と
同
時
に
、
Ｙ
が
ペ
ル
ー

と
は
別
個
の
法
人
で
あ
る
こ
と
を
支
持
す
る
多
く
の
宣
誓
書
を
提

出
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
本
件
で
は
、
ペ
ル
ー
に
対
し
て
仲
裁
判

断
の
確
認
が
な
さ
れ
う
る
か
は
、
広
範
囲
に
わ
た
る
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
な
し
に
判
断
さ
れ
う
る
し
、
過
去
の
類
似
し
た
事
件
で
も
同

一
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一
方
当
事
者
に
特
に
重
要
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
特
定
の

訴
訟
当
事
者
に
は
関
係
の
な
い
裁
判
所
が
混
雑
し
て
い
る
と
い
っ

た
公
的
要
素
と
は
異
な
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
決
を
充
足

す
る
た
め
の
資
金
に
対
し
て
支
払
い
の
割
合
を
制
約
す
る
主
権
国

家
の
試
み
を
重
ん
じ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
こ
と
に
公
的
な
利
益

は
あ
る
」
と
し
そ
の
控
訴
人
の
主
張
を
認
め
た
。

さ
ら
に
、
控
裁
は
、
国
の
債
務
を
充
足
す
る
に
あ
た
っ
て
支
払

わ
れ
る
公
共
の
資
金
の
割
合
は
、
確
実
に
「
国
家
の
特
権
と
密
に

結
び
つ
い
て
い
る
」
の
で
、
ペ
ル
ー
の
裁
判
所
は
、「
他
の
法
域

の
制
定
法
の
意
味
を
明
確
に
述
べ
る
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
唯

一
の
裁
判
所
」
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
本
件
の
契
約
が
ペ

ル
ー
政
府
の
一
部
の
よ
う
な
事
業
体
と
当
時
ペ
ル
ー
を
本
籍
と
主

張
し
た
法
人
に
よ
っ
て
ペ
ル
ー
で
締
結
さ
れ
て
お
り
、
同
契
約
に

基
づ
い
て
ペ
ル
ー
で
提
供
さ
れ
た
労
務
か
ら
請
求
が
生
じ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
キ
ャ
ッ
プ
制
定
法
を
適
用
す
る
公
的
利
益
要
素

を
量
る
と
米
国
の
管
轄
権
の
行
使
に
決
定
的
に
反
す
る
側
に
傾
く

と
述
べ
た
。
Ｆ
社
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、

Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
く
却
下
は
確
実
で
は
な
い
と
主
張
し
、
そ
の
理
由

と
し
て
、
米
国
が
国
際
契
約
に
お
け
る
仲
裁
合
意
の
執
行
を
後
押

し
す
る
こ
と
か
ら
来
る
利
益
、
そ
し
て
、
国
際
仲
裁
判
断
の
執
行

否
定
す
る
と
判
断
し
た
。

控
訴
人
は
、
右
連
邦
地
裁
が
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
い
て
確
認
訴
訟
の

却
下
を
拒
絶
し
た
判
断
に
つ
き
第
二
巡
回
区
控
裁
に
中
間
控
訴
を

行
っ
た
。

〔
判
旨
〕

控
裁
は
、
連
邦
地
裁
が
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
き
確
認
訴
訟
の
却
下
を

拒
絶
し
た
こ
と
に
つ
い
て
裁
量
権
の
乱
用
が
あ
っ
た
か
を
再
審
理

す
る
に
あ
た
り
、
連
邦
地
裁
が
法
律
に
つ
い
て
誤
っ
て
い
た
の
で

あ
れ
ば
地
裁
の
判
決
を
覆
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
う
え
で
、
連

邦
地
裁
が
、
米
国
の
裁
判
所
だ
け
が
米
国
内
に
位
置
す
る
外
国
の

商
業
的
財
産
を
差
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
し
て
仲
裁
判

断
の
承
認
と
執
行
を
認
め
る
ペ
ル
ー
を
代
替
的
な
法
廷
地
と
し
て

不
十
分
と
み
な
し
た
点
に
誤
り
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、

公
的
利
益
要
素
の
分
析
へ
と
移
る
と
、
控
訴
人
が
重
要
か
つ
決
定

的
で
あ
る
と
主
張
す
る
キ
ャ
ッ
プ
制
定
法
に
着
目
し
、「
か
か
る

法
律
は
米
国
の
国
際
仲
裁
を
推
す
公
序
に
相
反
す
る
」
と
主
張
し

た
Ｆ
社
の
見
解
に
対
し
て
、「
我
々
は
、
キ
ャ
ッ
プ
制
定
法
が
Ｆ

Ｎ
Ｃ
に
よ
る
却
下
を
確
実
に
す
る
き
わ
め
て
重
要
な
公
的
要
素
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
控
訴
人
に
同
意
し
た
。
訴
訟
の
両
当
事
者
の

一
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〇
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ら
に
重
要
な
リ
ス
ク
が
あ
っ
た
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
Ｆ
社
か

ら
の
申
立
は
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
き
却
下
さ
れ
る
も
の
と
判
断
し
、
す

べ
て
の
適
用
し
う
る
出
訴
期
限
の
適
用
を
放
棄
す
る
こ
と
を
前
提

に
控
訴
人
が
ペ
ル
ー
の
裁
判
所
で
の
訴
訟
に
同
意
す
る
こ
と
を
条

件
と
し
て
、
ま
た
、
も
し
も
あ
る
理
由
か
ら
ペ
ル
ー
の
裁
判
所
が

本
件
の
仲
裁
判
断
の
執
行
訴
訟
を
拒
否
し
た
場
合
に
は
、
連
邦
地

裁
に
お
い
て
再
度
訴
訟
を
提
起
で
き
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
と
し

た
う
え
で
、
連
邦
地
裁
の
判
断
を
覆
し
、
連
邦
地
裁
に
本
件
を
差

戻
し
た
。

〔
反
対
意
見
（
リ
ン
チ
判
事
）〕

リ
ン
チ
判
事
は
、
多
数
意
見
が
ペ
ル
ー
の
キ
ャ
ッ
プ
は
パ
ナ
マ

条
約
や
Ｎ
Ｙ
条
約
の
中
で
執
行
に
対
す
る
抗
弁
と
し
て
定
め
ら
れ

て
い
な
い
の
で
そ
れ
に
基
づ
き
仲
裁
判
断
の
承
認
を
拒
絶
す
る
と

判
断
し
た
こ
と
は
誤
り
で
あ
り
、
合
衆
国
最
高
裁
が
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
法

理
を
連
邦
の
専
占
目
的
で
「
手
続
の
…
法
理
」
と
示
し
た

（
40
）

こ
と
は

事
実
で
あ
る
が
、
多
様
性
の
あ
る
法
律
の
伝
統
を
持
つ
諸
国
か
ら

選
ば
れ
た
条
約
の
作
成
者
達
が
、
米
国
人
に
よ
る
そ
の
用
語
の
き

わ
め
て
技
術
的
か
つ
明
白
な
使
用
が
国
際
仲
裁
判
断
の
執
行
に
あ

た
え
う
る
衝
撃
を
考
慮
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
理
由

を
認
め
て
い
る
パ
ナ
マ
条
約
の
条
項
を
挙
げ
た
が
、
控
裁
は
、
そ

の
よ
う
な
仲
裁
判
断
の
執
行
は
通
常
米
国
が
好
む
政
策
で
あ
り
パ

ナ
マ
条
約
に
よ
っ
て
も
特
に
期
待
さ
れ
て
い
る
と
し
て
認
め
た
一

方
、
そ
の
一
般
的
な
政
策
は
、
ペ
ル
ー
の
キ
ャ
ッ
プ
制
定
法
の
重

要
な
公
的
要
素
に
譲
歩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
Ｆ
社
の
主

張
を
退
け
た
。
さ
ら
に
、
控
裁
は
、
パ
ナ
マ
条
約
の
第
四
条
が
明

示
的
に
国
際
仲
裁
の
執
行
は
、「
…
執
行
が
な
さ
れ
る
国
の
手
続

法
に
従
っ
て
…
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
は
「
手
続
に
関
す
る
」
法
理
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、

同
様
の
文
言
が
Ｎ
Ｙ
条
約
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
Ｍ
事
件
を
引

用
し
た
。

ま
た
、
控
裁
は
、
ペ
ル
ー
は
パ
ナ
マ
条
約
の
締
約
国
な
の
だ
か

ら
、
米
国
の
よ
う
な
条
約
の
加
盟
国
に
お
い
て
、
仲
裁
判
断
を
自

ら
に
対
し
て
執
行
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
て
い
た
と
の
連
邦

地
裁
の
判
断
に
対
し
て
、「
我
々
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
条
約
は
、

締
約
国
の
裁
判
地
の
手
続
上
の
法
理
の
適
用
を
期
待
し
て
い
た
だ

け
で
な
く
、
我
々
の
理
解
で
は
、
同
様
の
リ
ス
ク
が
検
討
さ
れ
る

と
す
る
と
、
Ｆ
社
に
は
、
ペ
ル
ー
政
府
の
機
関
で
あ
る
と
論
じ
て

い
る
事
業
と
の
契
約
を
締
結
し
た
と
き
、
キ
ャ
ッ
プ
制
定
法
の
適

用
を
受
け
仲
裁
判
断
を
回
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
さ

一
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米
国
の
裁
判
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れ
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フ
ォ
ー
ラ
ム
ノ
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コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
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法
理
の
適
用
（
坂
本
）

（
三
〇
一
）

Ｃ
は
、
事
件
の
却
下
が
そ
の
事
件
を
支
配
す
る
実
体
法
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
る
か
を
意
識
し
て
い
な
が
ら
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
る

が
、
両
当
事
者
の
一
方
が
主
権
国
家
で
あ
る
と
き
は
、
実
体
的
な

法
律
上
の
争
点
は
公
的
利
益
要
素
に
そ
の
形
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
そ
の
分
析
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
と
解
釈
し
た
多
数
意
見
の
立

場
を
「
本
裁
判
所
は
、
先
例
に
な
い
論
理
的
方
法
、
そ
し
て
、
私

が
思
う
に
、
特
に
合
衆
国
最
高
裁
の
支
配
的
な
法
に
よ
っ
て
排
除

さ
れ
た
方
法
で
こ
の
結
果
に
行
き
着
い
た

（
41
）

」
と
強
く
批
判
し
た
。

さ
ら
に
、
合
衆
国
最
高
裁
のS

ch
erk

事
件
を
引
用
し
、
Ｎ
Ｙ
条

約
と
パ
ナ
マ
条
約
が
仲
裁
合
意
が
尊
重
さ
れ
仲
裁
判
断
が
執
行
さ

れ
る
基
準
を
統
一
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
シ

ヴ
ィ
ル
ロ
ー
系
諸
国
で
は
Ｆ
Ｎ
Ｃ
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
本

件
の
よ
う
な
確
認
訴
訟
へ
の
拡
大
的
な
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
適
用
は
、
仲
裁

判
断
の
国
際
的
な
相
互
執
行
性
に
矛
盾
す
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
リ
ン
チ
判
事
は
、
自
ら
の
そ
の
分
析
を
、
リ
ス
テ
イ
ト

メ
ン
ト
第
三
版
国
際
商
事
仲
裁
の
最
新
案
に
よ
っ
て
補
充
す
る
。

す
な
わ
ち
、
同
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
五
│
二
一
⒜
条
が
、
Ｎ
Ｙ

条
約
ま
た
は
パ
ナ
マ
条
約
に
基
づ
く
仲
裁
判
断
の
執
行
訴
訟
は
Ｆ

Ｎ
Ｃ
を
理
由
に
停
止
ま
た
は
却
下
さ
れ
な
い
、
と
示
し
て
い
る
こ

と
を
説
明
し
、
ま
た
、
同
条
の
解
説
を
引
用
し
、
右
条
約
の
承
認

は
そ
れ
ほ
ど
存
在
し
な
い
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
Ｍ
事
件
以
前
は
、

条
約
の
「
手
続
」
条
項
は
、
執
行
の
方
法
に
つ
い
て
の
も
の
で

あ
っ
て
執
行
の
条
件
で
は
な
い
と
多
く
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
考

え
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
、
同
条
項
が
、
国
家
が
そ
の
仲
裁
判
断

の
執
行
を
拒
否
し
う
る
方
法
を
定
め
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な

く
、
そ
の
点
で
、
Ｍ
事
件
の
判
断
は
誤
っ
て
お
り
条
約
に
違
反
し

て
い
る
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
Ｍ
事
件
と
Ｆ
事
件
の
相
違
点
に
も

触
れ
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
を
確
認
訴
訟
に
適
用
し
た
先
例
と
し
て
Ｍ
事
件
を

認
め
な
が
ら
も
、
本
件
に
は
Ｆ
Ｎ
Ｃ
は
適
用
さ
れ
な
い
と
判
断
し

た
。
そ
れ
ら
の
相
違
点
と
は
、
Ｍ
事
件
で
は
地
裁
の
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基

づ
く
却
下
を
控
裁
が
認
め
た
一
方
、
Ｆ
事
件
で
は
地
裁
の
Ｆ
Ｎ
Ｃ

に
基
づ
く
却
下
の
拒
絶
を
控
裁
が
覆
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
Ｆ
事

件
は
初
め
て
の
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
本
件
に
は
Ｍ
事

件
に
存
在
し
た
実
体
的
事
項
の
審
理
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。次

に
、
リ
ン
チ
判
事
は
、
多
数
意
見
が
、P

iper

事
件
で
合
衆

国
最
高
裁
が
判
じ
た
「
実
体
法
に
お
け
る
変
更
の
可
能
性
は
、
通

常
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
審
理
（inquiry

）
に
お
い
て
決
定
的
ま
た
は
実

質
的
な
ウ
ェ
イ
ト
を
付
与
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と

に
気
付
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
一
般
的
に
、
Ｆ
Ｎ

一
二
九



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
〇
二
）

た
際
の
要
件
は
、（
一
）
実
体
的
事
項
の
審
理
が
含
ま
れ
て
お
り
、

（
二
）
そ
れ
が
他
国
に
在
る
証
拠
と
証
人
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、

米
国
裁
判
所
の
証
人
や
証
拠
を
強
制
す
る
権
限
が
そ
の
他
国
に
届

か
な
い
場
合
で
、（
三
）
文
書
の
言
語
が
英
語
で
な
く
、
そ
し
て

（
四
）
外
国
法
の
解
釈
が
含
ま
れ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
他
方
、
Ｆ

事
件
に
お
い
て
は
、（
一
）
実
体
的
事
項
の
審
理
が
含
ま
れ
て
い

な
く
て
も
、（
二
）
仲
裁
地
に
キ
ャ
ッ
プ
制
定
法
が
あ
る
こ
と
で

あ
っ
た
。

Ｍ
事
件
に
見
ら
れ
る
要
件
は
、
一
般
の
訴
訟
で
見
ら
れ
る
Ｆ
Ｎ

Ｃ
の
適
用
と
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、G

ilbert

事
件
で
言
わ

れ
た
よ
う
に
、「
事
件
の
審
理
を
簡
易
に
、
迅
速
に
、
そ
し
て
安

価
に
」
す
る
た
め
に
Ｆ
Ｎ
Ｃ
を
適
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｆ
事

件
の
要
件
を
見
る
と
、
伝
統
的
な
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
適
用
要
件
か
ら
外
れ

て
お
り
、
公
的
利
益
要
素
に
ペ
ル
ー
の
キ
ャ
ッ
プ
制
定
法
を
新
た

に
加
え
た
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
利
益
要
素
と
バ
ラ
ン
ス
す
る
こ

と
な
く
、
そ
れ
だ
け
を
理
由
と
し
て
確
認
訴
訟
を
却
下
し
て
い
る

（
43
）

。

七
・
二　

Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
拡
張

Ｆ
Ｎ
Ｃ
は
、
も
と
も
と
実
体
的
審
理
を
含
む
事
件
に
つ
い
て
国

際
的
に
十
分
な
代
替
的
法
廷
地
に
管
轄
権
を
分
配
す
る
機
能
を

拒
否
事
由
及
び
執
行
拒
否
事
由
は
排
他
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
お
り

Ｆ
Ｎ
Ｃ
を
そ
れ
ら
の
事
由
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
条
約
上
の
義

務
と
矛
盾
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
自
ら
の

分
析
が
主
観
的
な
も
の
で
は
な
く
客
観
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
た
。
最
後
に
、
リ
ン
チ
判
事
は
、
本
件
の
仲
裁
判
断
に
つ

い
て
も
執
行
を
認
め
る
い
ず
れ
か
の
締
約
国
は
存
在
す
る
で
あ
ろ

う
と
述
べ
、「
私
の
心
配
は
、
多
数
意
見
の
判
決
が
本
件
の
特
定

の
原
告
に
対
し
て
示
唆
す
る
こ
と
よ
り
も
、
本
件
の
判
決
が
ど
の

よ
う
に
本
巡
回
区
に
お
け
る
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
法
律
を
歪
め
て
い
き
商
事

仲
裁
の
促
進
活
動
の
努
力
（
そ
れ
に
つ
い
て
は
米
国
も
活
動
的
な

参
加
者
で
あ
る
）
を
遅
ら
せ
て
い
く
の
か
に
あ
る
。
私
は
、
多
数

意
見
は
、
我
々
が
ま
さ
に
特
に
そ
の
適
用
に
慎
重
に
な
り
制
限
的

で
あ
る
べ
き
文
脈
に
お
い
て
、
誤
っ
た
、
広
範
な
、
そ
し
て
先
例

に
み
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
つ
い
て
採
択
し
た
と
信
じ
る
、

よ
っ
て
、
謹
ん
で
﹇
多
数
意
見
に
﹈
反
対
す
る

（
42
）

」
と
締
め
く

く
っ
て
い
る
。七

．
若
干
の
検
討

七
・
一　

Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
く
確
認
訴
訟
却
下
の
要
件

Ｍ
事
件
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
き
確
認
訴
訟
が
却
下
さ
れ

一
三
〇



米
国
の
裁
判
所
で
提
起
さ
れ
た
外
国
仲
裁
判
断
確
認
訴
訟
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
ノ
ン
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
の
法
理
の
適
用
（
坂
本
）

（
三
〇
三
）

は
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
き
同
訴
訟
の
却
下
を
主
張
し
て
く
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

七
・
三　

シ
ヴ
ィ
ル
ロ
ー
法
域
と
の
交
錯

国
際
的
な
仲
裁
の
枠
組
か
ら
見
る
と
、
リ
ン
チ
判
事
が
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
Ｎ
Ｙ
条
約
や
パ
ナ
マ
条
約
の
締
約
国
の
中
で
Ｆ

Ｎ
Ｃ
を
持
た
な
い
シ
ヴ
ィ
ル
ロ
ー
諸
国
と
米
国
と
の
間
の
仲
裁
判

断
の
相
互
的
執
行
性
が
保
持
で
き
る
か
ど
う
か
の
争
点
が
残
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
多
数
意
見
は
そ
の
リ
ン
チ

判
事
の
反
対
意
見
に
対
す
る
応
答
の
中
で
こ
の
争
点
に
つ
い
て
は

全
く
言
及
し
て
い
な
い
。

Ｍ
事
件
や
Ｆ
事
件
は
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
で
、
米
国

の
裁
判
所
が
条
約
の
解
釈
を
避
け
る
こ
と
な
く
仲
裁
判
断
の
承
認

執
行
を
拒
否
し
う
る
余
地
を
取
り
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
思
う

に
、
両
事
件
と
も
Ｎ
Ｙ
条
約
や
パ
ナ
マ
条
約
の
第
五
条
の
執
行
拒

否
事
由
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
存
在

が
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
も
し
も
Ｆ
Ｎ
Ｃ
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば

同
条
の
も
と
問
題
の
仲
裁
判
断
を
確
認
す
る
か
し
な
い
か
の
二
者

択
一
の
選
択
の
決
断
に
せ
ま
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
に
は
、

Ｍ
事
件
も
Ｆ
事
件
も
、
Ｎ
Ｙ
条
約
と
パ
ナ
マ
条
約
の
執
行
拒
否
事

も
っ
た
法
理
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
故
に
、
リ
ン
チ

判
事
が
指
摘
し
た
よ
う
に
Ｍ
事
件
が
Ｆ
Ｎ
Ｃ
を
適
用
し
事
件
を
却

下
し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
体
的
審
理

を
必
要
と
し
な
い
事
件
を
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
き
却
下
す
る
こ
と
は
Ｆ

Ｎ
Ｃ
の
機
能
を
以
っ
て
し
て
も
説
明
で
き
な
い
新
た
な
展
開
で
あ

る
。リ

ン
チ
判
事
は
、
キ
ャ
ッ
プ
制
定
法
が
公
的
利
益
要
素
で
あ
る

と
の
判
断
に
は
先
例
が
な
い
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
多

数
意
見
は
、
国
家
の
資
金
に
関
す
る
支
払
割
合
を
制
限
す
る

キ
ャ
ッ
プ
や
同
様
の
類
の
制
定
法
に
つ
い
て
主
張
が
あ
っ
た
訴
訟

が
不
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
先
例
が
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、

争
点
と
い
う
も
の
は
ど
こ
か
で
は
じ
め
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
と

論
じ
平
然
と
受
け
流
し
て
い
る
。

結
果
的
に
、
Ｍ
事
件
も
Ｆ
事
件
も
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
を
執
行
拒
否
事
由

と
し
て
Ｎ
Ｙ
条
約
と
パ
ナ
マ
条
約
に
加
え
た
こ
と
に
な
る
。
合
衆

国
最
高
裁
も
、
現
時
点
で
は
、
Ｆ
事
件
の
よ
う
な
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
拡
張

が
行
き
過
ぎ
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い
な
い
た
め
、
両
事
件
と
も

先
例
と
な
り
う
る
現
行
の
有
効
な
判
例
で
あ
る
。
特
に
、
Ｆ
事
件

は
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
適
用
要
件
を
判
断
債
務
者
が
国
家
で
あ
る
と
き
に
制

限
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
も
確
認
訴
訟
の
被
申
立
人

一
三
一



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
〇
四
）

で
の
判
決
を
待
ち
、
そ
の
出
方
を
見
て
自
国
で
の
仲
裁
判
断
執
行

手
続
を
進
め
て
行
く
こ
と
は
難
し
い
。

シ
ヴ
ィ
ル
ロ
ー
の
法
域
で
あ
る
日
本
を
例
に
と
っ
て
考
え
て
み

て
も
米
国
の
Ｆ
Ｎ
Ｃ
と
の
違
い
は
顕
か
で
あ
り
そ
の
共
存
に
は
限

界
が
見
え
る
。
日
本
の
裁
判
所
で
も
、「
特
段
の
事
情
」
の
下
で

渉
外
要
素
を
持
つ
事
件
を
証
拠
収
集
の
負
担
等
を
考
慮
し
却
下
す

る
こ
と
が
で
き
る
枠
組
は
あ
る

（
47
）

。
し
か
し
、
米
国
の
Ｆ
Ｎ
Ｃ
と
異

な
る
点
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
米
国
の
裁
判
官
の
よ
う
に
条
件
付

き
で
訴
訟
を
却
下
す
る
裁
量
権
は
日
本
の
裁
判
官
に
は
な
い
こ
と
、

ま
た
、
米
国
の
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
要
件
の
一
つ
で
あ
る
十
分
な
代
替
的
法

廷
地
の
存
在
は
日
本
の
裁
判
所
が
「
特
段
の
事
情
」
で
事
件
を
却

下
す
る
際
に
必
要
不
可
欠
な
要
件
で
は
な
い
こ
と
が
あ
る

（
48
）

。

お
わ
り
に

合
衆
国
最
高
裁
がS

ch
erk

事
件
の
脚
注
一
五
で
述
べ
て
い
る

よ
う
に

（
49
）

、「
締
約
国
で
仲
裁
合
意
が
尊
重
さ
れ
仲
裁
判
断
が
執
行

さ
れ
る
基
準
を
統
一
す
る
こ
と
（“unify the standards by 

w
hich agreem

ents to arbitrate are observed and arbitral 
aw

ards are enforced in the signatory countries. ”

）」
が
、

Ｎ
Ｙ
条
約
や
パ
ナ
マ
条
約
の
目
的
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
Ｆ

由
を
見
出
す
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
Ｍ
事
件
は
、
Ｎ
Ｙ
条
約
第
五
条
一
項
（
ａ
）
の
仲
裁
契
約
の

無
効
性
と
し
て
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る

（
44
）

。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
条
約
に
定
め
ら
れ
る
執
行
拒
否
事
由
は
存
在
し
な
い
と
し

た
リ
ン
チ
判
事
の
見
解

（
45
）

に
は
反
す
る
が
、
Ｆ
事
件
で
も
、

キ
ャ
ッ
プ
を
米
国
の
公
序
を
分
析
す
る
一
要
素
と
し
て
と
ら
え
、

Ｎ
Ｙ
条
約
と
パ
ナ
マ
条
約
の
第
五
条
二
項
（
ｂ
）
の
公
序
違
反
と

し
て
主
張
す
る
こ
と
は
、
公
序
違
反
を
裁
判
所
が
認
め
る
こ
と
は

一
般
的
に
難
し
い
に
せ
よ
、
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
映
る
。

実
際
に
、
第
二
巡
回
区
連
邦
控
裁
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
破

産
申
請
手
続
を
行
っ
た
債
務
者
に
対
し
て
ロ
ン
ド
ン
で
下
さ
れ
た

仲
裁
判
断
の
米
国
内
で
の
執
行
を
認
め
な
か
っ
たV

ictrix 

S
team

sh
ip C

o.

事
件
が
、
Ｎ
Ｙ
条
約
の
第
五
条
二
項
に
触
れ
な

か
っ
た
も
の
の
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
破
産
手
続
の
も
と
で
地

元
の
財
産
が
適
切
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
が
「
公
序
」
で
あ
る
と
し
、

同
仲
裁
判
断
の
米
国
で
の
執
行
は
そ
の
公
序
に
反
す
る
と
判
じ
、

外
国
の
法
律
が
米
国
の
公
序
違
反
を
量
る
際
の
一
要
件
と
な
り
う

る
こ
と
を
示
し
て
い
る

（
46
）

。

他
方
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
を
持
た
な
い
シ
ヴ
ィ
ル
ロ
ー
法
域
に
お
い
て
は
、

条
件
付
却
下
を
以
っ
て
一
旦
管
轄
権
を
外
国
に
配
分
し
て
、
外
国

一
三
二



米
国
の
裁
判
所
で
提
起
さ
れ
た
外
国
仲
裁
判
断
確
認
訴
訟
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
ノ
ン
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
の
法
理
の
適
用
（
坂
本
）

（
三
〇
五
）

の
重
要
な
こ
と
を
我
々
に
伝
え
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
仲
裁
判
断

の
執
行
は
、
時
と
し
て
、
外
交
に
響
く
結
果
を
も
た
ら
す
場
合
が

あ
り
、
そ
の
と
き
は
、
他
の
締
約
国
に
お
け
る
同
外
国
仲
裁
判
断

の
承
認
執
行
手
続
に
よ
り
深
く
関
わ
り
な
が
ら
米
国
で
の
執
行
の

あ
り
方
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
は
、
Ｆ
Ｎ

Ｃ
に
よ
る
条
件
付
き
却
下
は
功
を
奏
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
く
確
認
訴
訟
の
却
下
は
、

Ｆ
Ｎ
Ｃ
を
持
た
な
い
シ
ヴ
ィ
ル
ロ
ー
法
域
と
の
関
係
に
お
い
て
、

外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
性
に
関
す
る
基
準
の
統
一
と
い
っ
た
Ｎ
Ｙ

条
約
や
パ
ナ
マ
条
約
の
目
的
を
果
た
し
て
い
な
い
こ
と
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

本
稿
を
出
発
点
と
し
て
、
米
国
で
の
確
認
訴
訟
に
お
け
る
Ｆ
Ｎ

Ｃ
の
適
用
の
動
向
を
追
い
続
け
る
と
同
時
に
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
適
用
を

排
除
す
る
有
効
な
契
約
条
項
に
関
す
る
研
究
を
す
す
め
て
い
く
所

存
で
あ
る
。

（
1
）　

S
ch

erk v. A
lberto-C

u
lver C

o., 417 U
.S

. 506 

（1974

）. 
（
2
）　U

.N
. C

onvention on the R
ecognition and E

nforcem
ent 

of F
oreign A

rbitral A
w
ards, June 10, 1958, 21 U

.S
.T

. 

Ｎ
Ｃ
は
確
認
訴
訟
に
は
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
Ｎ
Ｙ
条
約
と
パ
ナ
マ
条
約
の
第
五
条
を
絶
対
的
な
執
行
拒
否
事

由
と
し
、
条
文
の
解
釈
の
中
で
判
断
を
下
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

国
際
取
引
に
従
事
す
る
当
事
者
は
、
不
慣
れ
な
外
国
の
裁
判
所

に
お
け
る
法
手
続
や
予
測
困
難
な
判
決
の
執
行
性
に
曝
さ
れ
る
可

能
性
が
高
い
。
そ
こ
で
、
実
務
で
は
、
当
該
外
国
の
裁
判
所
の
法

手
続
か
ら
の
回
避
や
前
述
の
条
約
下
で
の
仲
裁
判
断
の
執
行
を
求

め
る
た
め
に
、
仲
裁
で
の
紛
争
の
解
決
に
合
意
す
る
こ
と
が
多
い

と
い
わ
れ
る
。

国
際
取
引
に
従
事
す
る
者
が
そ
の
よ
う
な
理
由
で
仲
裁
を
積
極

的
に
選
択
し
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
右
条
約
締
約
国
の
裁
判
所

は
、
可
能
な
か
ぎ
り
外
国
仲
裁
判
断
を
執
行
す
る
こ
と
を
期
待
さ

れ
、
仲
裁
判
断
の
承
認
と
執
行
に
適
用
さ
れ
る
自
ら
の
法
域
に
特

有
の
法
律
を
、
そ
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
る
。

故
に
、
と
く
に
Ｆ
事
件
に
お
い
て
は
、
米
国
は
、
条
約
の
一
締

約
国
と
し
て
、
シ
ヴ
ィ
ル
ロ
ー
諸
国
に
お
け
る
影
響
に
配
慮
し
、

Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
確
認
訴
訟
へ
の
適
用
を
控
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

他
方
、
Ｆ
事
件
で
見
ら
れ
た
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
拡
大
的
適
用
は
、
以
下

一
三
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日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
〇
六
）

A
lbert Jan van den B

erg, T
H
E  N

E
W
 Y

O
R
K  A

R
B
IT

R
A
T
IO

N  
C

O
N
V
E
N
T
IO

N
 O

F  1958, 17 

（1981

）.

（
7
）　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ボ
リ
ビ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
、
ガ
テ
マ
ラ
、
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
、
メ
キ
シ
コ
、
ニ
カ

ラ
グ
ア
、
パ
ナ
マ
、
ぺ
ル
グ
ア
イ
、
ぺ
ル
ー
、
米
国
、
ウ
ル
グ
ア

イ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
（
内
、
メ
キ
シ
コ
と
パ
ラ
グ
ア
イ
は
仮
署
名
）

米
州
機
構
国
際
部
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
〈http://w

w
w
.oas.org/

juridico/english/sigs/b-35.htm
l

〉
参
照
。

（
8
）　

Ｎ
Ｙ
条
約
第
一
条
一
項
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
る
。「
こ
の
条

約
は
、
仲
裁
判
断
の
承
認
及
び
執
行
が
求
め
ら
れ
る
国
以
外
の
国

の
領
域
内
に
お
い
て
さ
れ
、
か
つ
、
自
然
人
ま
た
は
法
人
で
あ
る

と
を
問
わ
ず
、
当
事
者
の
間
の
紛
争
か
ら
生
じ
た
判
断
の
承
認
及

び
執
行
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
こ
の
条
約
は
、
ま
た
、
仲
裁
判
断

の
承
認
及
び
執
行
が
求
め
ら
れ
る
国
に
お
い
て
内
国
判
断
と
認
め

ら
れ
な
い
判
断
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。」

（
9
）　

S
ee E

n
ergy T

ran
sport L

td
. v. M

.V
. S

an
 S

ebastian, 
348 F

.S
upp.2d 186, 199 

（S
.D

.N
.Y

. 2004

）. 

（
10
）　9 U

.S
.C

. 

§302.

（
11
）　

S
ee B

row
er, su

pra note 6.

（
12
）　

拙
稿
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
下
で
米
国
の
裁
判
所
で
提
起
さ

れ
た
外
国
仲
裁
判
断
承
認
執
行
請
求
訴
訟
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る

領
域
的
管
轄
権
の
根
拠
」
日
本
法
学　
四
七
三
│
五
〇
五
頁

（
二
〇
〇
五
）
参
照
。

2517.
（
3
）　

Inter-A
m

erican C
onvention on International 

C
om

m
ercial A

rbitration, Jan. 30, 1975, 

（S
E
P
E
F

）, 1438 
U
.N

.T
.S

. 248.

（
4
）　U

N
C
IT

R
A
L

に
よ
っ
て
一
九
八
五
年
に
作
成
さ
れ
た
国
際

商
事
仲
裁
モ
デ
ル
法
で
は
、
そ
の
対
象
と
す
る
仲
裁
判
断
を
第
一

条
一
項
で
「
国
際
仲
裁
判
断
」
に
限
っ
て
い
た
。

（
5
）　

Ｎ
Ｙ
条
約
第
一
条
三
項
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
る
。「
い
か
な

る
国
も
、
…
他
の
締
約
国
の
領
域
に
お
い
て
さ
れ
た
判
断
の
承
認

及
び
執
行
に
つ
い
て
の
み
こ
の
条
約
を
適
用
す
る
旨
を
相
互
主
義

の
原
則
に
基
づ
き
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
い
か
な
る

国
も
、
契
約
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
そ
の

国
の
国
内
法
に
よ
り
商
事
と
認
め
ら
れ
る
法
律
関
係
か
ら
生
ず
る

紛
争
に
つ
い
て
の
み
こ
の
条
約
を
適
用
す
る
旨
を
宣
言
す
る
こ
と

が
で
き
る
。」

（
6
）　

Ｎ
Ｙ
条
約
の
作
成
者
は
、「
国
際
仲
裁
判
断
（international 

aw
ards

）」
を
定
義
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
外

国
仲
裁
判
断
の
執
行
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。S

ee 

C
harles H

. B
row

er II, D
ecem

ber S
u

rprise: N
ew

 S
econ

d
 

C
ircu

it R
u

lin
g

 o
n

 F
o

ru
m

 N
o

n
 C

o
n

v
en

ien
s in

 

E
n

forcem
en

t P
roceed

in
gs, K

luw
er A

rbitration B
log, 

http://kluw
erarbitrationblog.com

/blog/2012/01/20/
decem

ber-surprise-new
-second-circuit-ruling-on-forum

-
non-conveniens-in-enforcem

ent-proceedings/, citin
g 
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米
国
の
裁
判
所
で
提
起
さ
れ
た
外
国
仲
裁
判
断
確
認
訴
訟
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
ノ
ン
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
の
法
理
の
適
用
（
坂
本
）

（
三
〇
七
）

2012

）
参
照
。

（
19
）　

S
ee John S

. W
illem

s, S
h

u
ttin

g th
e U

.S
. C

ou
rth

ou
se 

D
oor? F

oru
m

 N
on

 C
on

v
en

ien
s in

 In
tern

a
tion

a
l 

A
rbitration, D

IS
P
.  R

E
S
O
L
.  J. 54, A

ug-O
ct 2003, 

http://w
w
w
.w

hitecase.com
/P

ublications/D
etail.

aspx?publication=509.

（
20
）　

そ
の
批
判
は
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
適
用
の
基
準
を
下
げ
て
、
確
認
訴
訟

で
管
轄
権
を
行
使
す
る
傾
向
の
強
か
っ
た
地
裁
が
Ｆ
Ｎ
Ｃ
を
適
用

す
る
機
会
を
増
加
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
に
向
け
ら
れ
て

い
る
。B

row
er, su

pra note 6.

（
21
）　P

eter S
. G

illies, F
oru

m
 N

on
 C

on
ven

ien
s in

 th
e 

C
on

text of In
tern

a
tion

a
l C

om
m

ercia
l A

rb
itra

tion
, 

M
acquarie L

aw
 W

P
 2008-6 

（2008

）, http://ssrn.com
/

abstract=1103344. 

本
論
文
は
、
英
国
、
米
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
仲
裁
手
続
に
関
連
し
た
裁
判
所
で
の
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
適
用
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
る
が
、
英
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
執
行
訴
訟

に
つ
い
て
は
外
国
仲
裁
判
断
の
承
認
執
行
訴
訟
に
お
い
て
Ｆ
Ｎ
Ｃ

が
適
用
さ
れ
た
判
例
に
触
れ
て
い
な
い
。

（
22
）　

ボ
ー
ン
教
授
は
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
確
認
訴
訟
で
の
適
用
は
稀
で
あ

り
、
今
の
と
こ
ろ
米
国
の
み
に
見
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。G

ary 
B
. B

orn, IN
T
E
R
N
A
T
IO

N
A
L  C

O
M

M
E
R
C
IA

L
 A

R
B
IT

R
A
T
IO

N  
2402-03 

（2009

）.
（
23
）　

Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
起
源
と
さ
れ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
英
国
の
一
部

で
あ
る
が
、
コ
モ
ン
ロ
ー
と
シ
ヴ
ィ
ル
ロ
ー
が
混
合
し
たm

ixed 

（
13
）　

In
tern

ation
al S

h
oe C

o. v. S
tate of W

ash
in

gton, 326 
U
.S

. 310 

（1945

）.
（
14
）　

S
on

y E
ricsson

 M
obile C

om
m

u
n

ication
s A

B
 v. D

elta 

E
lectron

ics (T
h

a
ila

n
d

) P
u

b
lic C

o. L
td

., 2009 W
L
 

1874063 
（N

.D
.C

al. 2009

）. 

（
15
）　

M
atthew

 H
. A

dler, F
igu

eired
o v. P

eru
: A

 S
tep 

B
ackw

ard
 for A

rbitration
 E

n
forcem

en
t, 32 N

W
.  J. IN

T
’L

 

L
. &

 B
U
S
.  38A

 
（2012
）; T

he International C
om

m
ercial 

D
isputes C

om
m
ittee of the A

ssociation of the B
ar of the 

C
ity of N

.Y
., L

a
ck of J

u
risd

iction
 a

n
d

 F
oru

m
 N

on
 

C
on

ven
ien

s as D
efen

ses to th
e E

n
forcem

en
t of F

oreign
 

A
rbitral A

w
ard

s, 15 A
M

.  R
E
V
.  IN

T
’L  A

R
B
.  407, 427-28, 

433 fn. 98 

（2004

）.

（
16
）　

In
 re A

rb
itra

tio
n

 B
etw

een
 M

o
n

eg
a

sq
u

e d
e 

R
eassu

ran
ces S

.A
.M

. v. N
ak N

afto-G
az of U

krain
e, 311 

F
.3d 488 

（2d C
ir. 2002

）.

（
17
）　

F
igu

eired
o F

erraz E
 E

n
gen

h
aria d

e P
rojeto L

td
a. v. 

R
epu

blic of P
eru, 665 F

.3d 384 

（2d C
ir. 2011

）.  

（
18
）　

ブ
ロ
ー
ワ
ー
教
授
は
、
Ｆ
事
件
を
積
極
的
に
評
価
す
る
。S

ee 

B
row

er, su
pra note 6. 

Ｆ
事
件
を
詳
細
か
つ
包
括
的
に
分
析
し

た
文
献
と
し
て
、A

lan S
cott R

au, R
esearch

 P
aper N

o. 12-

04 T
h

e E
rrors of C

om
ity: F

oru
m

 N
on

 C
on

ven
ien

s 

R
etu

rn
s to th

e S
econ

d
 C

ircu
it 

（A
pril 24, 2012

）, available 
at http://ssrn.com

/abstract=2045792

（last visited July 2, 
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日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
〇
八
）

2001

）, aff’d, 311 F
.3d 488 

（2d C
ir. 2002

）.

（
37
）　

T
erm

orio S
.A

. E
.S

.P. v. E
lectrifi cad

ora D
el A

tlan
tico 

S
.A

. E
.S

.P., 421 F
.S

upp.2d 87 

（D
.D

.C
. 2006

）. 

本
件
で
は
、

仲
裁
地
の
裁
判
所
で
既
に
取
り
消
さ
れ
た
仲
裁
判
断
の
執
行
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
却
下
さ
れ
た
。

（
38
）　

C
on

tin
en

ta
l T

ra
n

sfert T
ech

n
iqu

e L
td

. v. F
ed

era
l 

G
ovt. of N

igeria, 697 F
.S

upp.2d 46, 57 

（D
.D

.C
. 2010

）. 

本

件
で
は
、
米
国
の
み
が
米
国
所
在
の
外
国
の
商
業
財
産
を
差
押
え

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
十
分
な
代
替
的
法
廷
地
は
存
在

し
な
い
と
判
断
し
た
。

（
39
）　

S
h

affer v. H
eitn

er, 433 U
.S

. 186, 210 

（1977

）.

（
40
）　

Ｎ
Ｙ
条
約
や
パ
ナ
マ
条
約
に
つ
い
て
示
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

（
41
）　

F
igu

eired
o, su

pra note 17, at 403.

（
42
）　

Id
. at 408.

（
43
）　

Ｍ
事
件
も
Ｆ
事
件
も
、
条
約
の
締
約
国
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
、
判
断
債
務
者
の
財
産
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
以
外
の
関
連

を
、
米
国
の
法
廷
地
と
の
間
に
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

（
も
っ
と
も
リ
ン
チ
判
事
は
反
対
意
見
で
Ｍ
事
件
に
お
い
て
実
際
に

財
産
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
存
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
疑
問
を
抱
い

て
い
る
）、
米
国
の
法
廷
地
と
の
間
に
そ
れ
以
上
の
関
連
性
が
あ
る

事
件
に
お
い
て
は
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
適
用
に
基
づ
く
確
認
訴
訟
の
却
下

の
可
能
性
は
低
く
な
る
と
言
え
よ
う
。

（
44
）　

S
ee R

au, su
pra note 18, at 11.

（
45
）　

リ
ン
チ
判
事
は
、
ペ
ル
ー
の
キ
ャ
ッ
プ
が
保
護
さ
れ
る
こ
と

jurisdiction

で
あ
る
。S

ee gen
era

lly R
onald A

. B
rand,  

C
om

parative F
oru

m
 N

on
 C

on
ven

ien
s an

d
 th

e H
agu

e 

C
on

ven
tion

 on
 J

u
risd

iction
 an

d
 J

u
d

gm
en

ts, 37 T
E
X
. 

IN
T

’L
.  L

. J. 467, 468 

（2002

）.

（
24
）　

S
ee gen

erally Jam
es L

. B
audino, C

om
m

en
t, V

en
u

e 

Issu
es A

gain
st N

egligen
t C

arriers -- In
tern

ation
al an

d
 

D
om

estic T
ravel: T

h
e P

lain
tiff’s C

h
oice?, 62 J. A

IR  L
. &

 
C

O
M

.  163, 192-95 
（1996

）.

（
25
）　

G
u

lf O
il C

orp. v. G
ilbert, 330 U

.S
. 501 

（1947

）.

（
26
）　

P
iper A

ircraft C
o. v. R

eyn
o, 454 U

.S
. 235 

（1981

）.

（
27
）　

S
ee N

orex P
etroleu

m
 L

td
. v. A

ccess In
d

u
s., In

c., 416 
F
.3d 146, 153 

（2d C
ir. 2005

）.

（
28
）　

M
on

d
e R

e, su
pra note 16, at 498.

（
29
）　

Iragorri v. U
n

ited
 T

ech
n

ologies C
orp., 274 F

.3d 65, 
71-72 

（2d C
ir. 2001

）（en
 ban

k

）.

（
30
）　

Id
. at 72.

（
31
）　

Id
. 

（
32
）　

S
ee M

on
egasqu

e, su
pra note 16, at 499.

（
33
）　

G
ilbert, supra note 25, at 508.

（
34
）　

Id
. at 509.

（
35
）　

M
elton

 v. O
y N

a
u

tor A
B
, 161 F

.3d 13 

（9th C
ir. 

1998

）.

（
36
）　

S
ee e. g., M

on
egasqu

e d
e R

eassu
ran

ces S
A

M
 v. N

ak 

N
a

ftoga
z of U

kra
in

e, 158 F
.S

upp.2d 377 

（S
.D

.N
.Y

. 
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米
国
の
裁
判
所
で
提
起
さ
れ
た
外
国
仲
裁
判
断
確
認
訴
訟
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
ノ
ン
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
の
法
理
の
適
用
（
坂
本
）

（
三
〇
九
）

る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
外
国
判
決
の
執
行
に
は
法
廷
地
の
法
が

適
用
す
る
こ
と
は
十
分
確
立
さ
れ
て
い
る
。」F

igu
eired

o, supra 
note 17, at 407-08.

（
46
）　

V
ictrix S

.S
. C

o., S
.A

. v. S
alen

 D
ry C

argo, A
.B

., 825 
F
.2d 709, 714 

（2d C
ir. 1987

）. 

（
47
）　

例
え
ば
、
ナ
ン
カ
セ
イ
メ
ン
事
件
（
東
京
地
判
平
成
三
年
一 

月
二
九
日
・
判
例
時
報
一
三
九
〇
号
九
八
頁
・
判
タ
七
六
四
号

二
五
六
頁
）
参
照
。

（
48
）　B

audino, su
pra note 24, at 194.

（
49
）　

S
ch

erk, su
pra note 1, at 520 n.15.

に
反
感
を
抱
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
多
数
意
見
が
キ
ャ
ッ
プ

を
根
拠
に
Ｆ
Ｎ
Ｃ
に
基
づ
く
却
下
を
認
め
た
こ
と
は
、
法
の
選
択

の
問
題
で
あ
る
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
以
下
は
、
リ
ン
チ
判
事

の
言
葉
で
あ
る
。「
私
は
、
Ｆ
社
が
米
国
内
の
ペ
ル
ー
の
財
産
に
対

し
て
多
額
の
判
決
を
執
行
す
る
た
め
に
差
押
さ
え
を
行
い
そ
れ
に

よ
り
発
展
国
の
予
算
を
保
護
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
ペ
ル
ー
の

判
決
執
行
に
関
す
る
制
限
を
回
避
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
べ
き
で

は
な
い
と
い
う
議
論
に
、
い
く
ら
か
魅
力
的
な
も
の
が
あ
る
こ
と

を
認
め
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
心
配
は
、
Ｆ
Ｎ
Ｃ
の
判
断
で

分
析
さ
れ
る
利
益
に
お
い
て
は
確
固
た
る
も
の
で
は
な
い
。
他
の

文
脈
に
お
い
て
は
、
か
か
る
政
策
的
考
慮
は
、
準
拠
法
の
選
択
の

分
析
に
当
て
は
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ペ
ル
ー
の
本

件
の
紛
争
に
お
け
る
利
益
は
、
仲
裁
判
断
に
ど
う
に
か
黙
示
的
に

取
り
込
ま
れ
た
も
の
と
し
て
そ
の
3
％
キ
ャ
ッ
プ
の
制
限
を
尊
重

す
る
ほ
ど
お
お
き
い
の
か
？　

ペ
ル
ー
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
ル
ー
ル
﹇
3
％
キ
ャ
ッ
プ
﹈
が
法
の
選
択
の
問
題
と
し
て
本
件

で
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
議
論
し
な
か
っ
た
、
そ
し
て
、
口
頭
弁
論

に
お
い
て
も
、
ま
た
、
弁
論
後
の
本
裁
判
所
に
対
す
る
補
足
的
準

備
書
面
に
お
い
て
も
、
通
常
の
法
の
選
択
の
原
則
の
も
と
で
、
仲

裁
判
断
の
執
行
は
米
国
法
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
の

理
由
で
そ
の
議
論
を
行
わ
な
か
っ
た
と
率
直
に
認
め
て
い
た
。
多

数
意
見
は
、
そ
の
見
解
に
申
立
を
行
わ
な
か
っ
た
、
そ
し
て
、
私

は
そ
れ
を
疑
う
理
由
は
何
も
な
い
。﹇
Ｎ
Ｙ
条
約
と
パ
ナ
マ
条
約
﹈

は
、
国
際
仲
裁
判
断
を
外
国
の
司
法
判
断
に
類
似
し
た
も
の
と
す

一
三
七




